
令和５年度     ■ 学力向上を図るための全体計画 ■ 大田区立入新井第二小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の授業改善に向けた視点 

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究と授業評価 評価活動の工夫 家庭・地域との連携の工夫 

○都算数少人数・区費講師等を

活用し、全学年の算数におい

て少人数・ＴＴ、習熟度別指

導を行う。 

○太田区漢字検定や東京ベーシ

ックドリル・算数ステップ学

習の取り組みを全校統一し、

家庭と連携して実施すること

で、学習内容の一層の定着を

目指す。 

○学習効果測定の結果の分析

し、重点単元を決め指導する。 

○「入二スタイル」の定着を図

り、学習規律を確立する。 

○スピーチ大会や各教科等の発

表・体験の場を充実させる。 

○火・金に国語・算数の「チャ

レンジタイム」を実施し、基

礎基本の定着を図る。（３～６年） 

○土曜授業を１０回実施し、授

業時間を確保する。 

○土曜補習・水曜補習を効果的

に実施する。 

○「読書力」育成に向け、朝読

書やお話会、読書学習司書を

充実させる。 

○体力向上に向けて、運動や遊

びの時間を十分に確保する。 

◎学級経営の充実と基礎基本の

学力を身に付けられる授業づ

くりを行う。 

○個別支援を大切にしたよく分

かる授業作りを進める。 

○校内研究や年次研・ＯＪＴの

充実を図り、全教員が授業研

究や参観・協議を通して、指

導力を高め合う場を作る。 

○都・区の研究会・研修会に積

極的に参加し研鑽を積む。 

○保幼小と小中一貫の二つの連

携教育を進めるため定期的な

連絡会を実施する。 

○週ごとの指導計画を各学級で

作成し、指導と評価の一体化

を目指す。 

○明確な評価を目指し、評価規

準の適正な見直しを図る。 

○学校運営協議会、地域学校協

働本部会議（コミュニティス

クール）での意見交換や評価、

保護者による学校評価や学校

公開時のアンケートの結果を

学校改善・授業改善に反映さ

せる。 

 

○チーム入二を通して地域人材

の活用を図る。 

○区人権教育協力校として地域

の団体・施設との交流を基盤

として、活動の充実を図る 

○年間１０日間の学校公開・各

学校行事へのＰＴＡ・地域ゲ

ストの参加。 

○学校だよりやＨＰ等で教育内

容やアンケート結果について

報告する。 

○地域協力者やＰＴＡ・雷父倶

楽部との連携。地域行事への

積極的な参加。 

 

○中教審（確かな学力） 

○学習指導要領 

○都・区教育目標 

○「おおた教育ビジョン」 

 

学校教育目標 

◆ やさしい子 

◆ 考える子 

◆ 健康な子 

各教科の指導の重点 
「分かる授業」「楽しい授業」を目指

して、指導法の工夫改善を図る。 

「学級経営の充実」 

「基礎的・基本的な学力の定着」 

「考える力や表現する力、かかわる

力」を伸ばす授業の創造 

○区学習効果測定の結果の分析に基

づく授業改善プランの作成 

○単元指導計画の吟味、重点化 

○研究授業とＯＪＴによる指導法の改善 

○TT・少人数、習熟度別指導等の活用 

総合的な学習の時間の指導の重点 

○ゲストティーチャー・地域人材の活

用、体験重視型の学習活動。 

○ねらいや特性を踏まえ、興味・関心

に基づいた課題発見や追究活動を

重視した学習を行う。 

外国語について 
○外国語活動・低学年８時間、中学年

35 時間、高学年 70 時間 

 
生活指導の重点 

○本校独自の学習・生活規範マニ

ュアル「入二スタイル」の定着

を図り、規範意識を育てる。 

○「いじめ」に関する授業を行い、

思いやりの気持ちを育てる。 

○毎月の避難訓練・安全指導・セ

ーフティ教室・薬物乱用防止教

室等、安全教育の充実を図る。 

道徳教育の指導の重点 

区人権教育協力校として、人権尊

重の理念を理解させ、生命に対す

る畏敬の念や道徳的心情を育む。 

○考える・話し合う授業等内容を

工夫する。 

○「地域と考える人権展」を開催

し、人権啓発活動を行う。 

○道徳授業地区公開講座を実施。 

○副読本や資料を生かした授業の

充実を図る。 

○「平和教育」を通して、人権や

社会平和の理念を養う。 

特別活動の指導の重点 

○縦割り班による月一回の「入二

タイム」を通し、思いやりの心

や所属感を養う。 

○「いじめ撲滅宣言」を通して、

いじめを許さない学級経営を目

指す。 

○運動会・学芸会等、地域に開か

れた行事や集会を行う。 

学校経営方針 

（学力向上にかかわる重点） 

☆子どもたちが基礎基本の学力を確実に

身に付けることができる学校 

☆UD の視点を基にした支援や手立て、学

習習慣を形成するための工夫を行う。 

<研究主題> 「基礎・基本の学力を身に付

けるための授業づくり」～学級経営の充

実と国語科・算数科の学習習慣の確立を

目指して～」 
 

 

特別支援教育の重視 

○児童理解と情報交換のため、生

活指導夕会を毎週実施する。 

○月一回「オアシス会」を開き、

組織的な特別支援教育を行う。 

○学習・生活に関する個別指導計

画を作成し、指導に生かす。 

○サポートルーム（特別支援教室）

との効果的な連携を進める。 

本校における確かな学力 

基礎基本の定着を重視 

○学習指導要領の各内容が理解できる。 

・基礎的な言語能力を身に付ける力 

・計算力や物事を論理的に考える力 

・目的や場面に応じて話す力・聞く力 

○学習効果測定の分析結果を受け、学年

毎に具体的な改善計画を策定し着実

に実践する。 

 

○公立学校としての使命の自覚 

○保護者や地域の教育力の活用 

○安全で楽しい学校 

○期待される児童像 

豊かな心 

〔人間力の向上・

人権の尊重〕 

健康な身体 

〔心と身体の 

  健康の向上〕 

 

確かな学力 

〔基礎・基本の         

学力の向上〕 

 


